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衆
議
院
議
員
小
平
忠
君
提
出
肥
料
配
給
公
団
存
続
に
関
す
る
質
問
に
対
し
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 



一 

化
学
肥
料
の
需
給
状
況
に
つ
い
て 

2 

肥
料
に
対
す
る
農
村
の
購
買
力
、
す
な
わ
ち
有
効
需
要
が
い
く
ば
く
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
現
在
に
お
い
て
も 

 

測
定
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
が
、
参
考
ま
で
に
昨
年
秋
農
林
省
が
調
査
当
時
の
消
費
者
価
格
よ
り
六
割
値
上 

 
 

げ
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
全
国
農
家
よ
り
報
告
を
求
め
て
集
計
し
た
結
果
に
よ
れ
ば
、
窒
素
質
肥
料
硫
安
換
算
二
一 

 
 

五
万
二
千
ト
ン
、
燐
酸
質
肥
料
過
燐
酸
石
灰
換
算
一
四
九
万
四
千
ト
ン
、
加
里
質
肥
料
加
里
塩
四
〇
％
換
算
四
九
万
ト
ン 

 

と
な
つ
て
お
り
、
こ
れ
に
官
公
需
用
、
工
業
用
そ
の
他
を
勘
案
す
れ
ば
、
窒
素
質
肥
料
二
三
一
万
六
千
ト
ン
、
燐
酸
質
肥
料 

1 

肥
料
の
価
格
、
農
家
の
購
買
力
等
の
経
済
的
條
件
を
考
慮
の
外
に
お
き
、
且
つ
農
業
構
成
も
一
応
現
状
の
ま
ま
で
あ 

 

る
と
し
て
、
農
業
生
産
の
最
高
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
少
く
と
も
窒
素
質
肥
料
は
硫
安
換
算
二
五
〇
万
ト
ン
、
燐
酸 

 
 

質
肥
料
過
燐
酸
石
灰
換
算
一
八
〇
万
ト
ン
、
加
里
質
肥
料
は
加
里
塩
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
換
算
で
四
五
万
ト
ン
程
度
必
要 

 
 

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

衆
議
院
議
員
小
平
忠
君
提
出
肥
料
配
給
公
団
存
続
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

 

三 

 



4 

二
十
五
肥
料
年
度
に
つ
い
て
申
上
げ
る
と
、
窒
素
質
肥
料
の
生
産
は
電
力
及
び
原
料
の
事
情
に
俟
つ
と
こ
ろ
が
多
い 

 

が
、
一
応
硫
安
一
四
三
万
五
千
ト
ン
、
石
灰
窒
素
四
二
万
ト
ン
、
計
一
八
五
万
五
千
ト
ン
程
度
を
見
込
ん
で
お
り
、
燐 

 
 

酸
質
肥
料
は
燐
砿
石
の
輸
入
が
予
定
通
り
行
け
ば
約
一
六
〇
万
ト
ン
を
供
給
す
る
見
込
で
あ
る
。 

3 

前
に
述
べ
た
如
く
、
今
後
有
効
需
要
量
の
推
移
を
正
確
に
、
具
体
的
に
予
測
す
る
こ
と
は
頗
る
困
難
で
あ
る
が
、
有
効 

需
要
量
が
著
し
く
低
下
し
て
農
業
生
産
を
阻
害
す
る
よ
う
な
事
態
が
生
じ
る
お
そ
れ
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
農
林
金 

 
 
 

融
、
価
格
政
策
等
多
方
面
か
ら
総
合
的
な
政
策
を
改
め
て
樹
立
し
て
、
そ
の
よ
う
な
事
態
の
生
じ
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ 

 

よ
う
、
極
力
具
体
案
を
検
討
中
で
あ
る
。 

 

本
年
八
月
以
降
来
年
七
月
末
ま
で
の
二
十
五
肥
料
年
度
に
つ
い
て
は
、
価
格
補
給
金
の
大
幅
な
削
減
が
予
定
さ
れ
て 

 
 

お
り
、
消
費
者
価
格
の
値
上
り
が
あ
る
の
で
、
有
効
需
要
量
が
果
し
て
い
く
ば
く
に
な
る
か
を
に
わ
か
に
測
定
す
る
こ 

 
 

と
は
困
難
で
あ
る
。 

一
六
一
万
ト
ン
、
加
里
質
肥
料
五
三
万
ト
ン
程
度
が
見
込
ま
れ
る
。 

四 

 



二 

肥
料
価
格
の
値
上
り
に
つ
い
て 

1 

肥
料
価
格
差
補
給
金
は
一
応
二
十
六
年
三
月
ま
で
の
予
算
を
組
ん
で
い
る
。
廃
止
に
よ
り
各
肥
料
の
生
産
者
価
格
は 

 

ど
れ
位
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
ま
で
に
電
力
、
原
料
資
材
、
輸
送
費
等
の
価
格
改
訂
が
あ
る
の
で
、
唯
今
の
と 

6 

前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
国
内
の
肥
料
の
生
産
能
力
は
相
当
伸
び
た
と
は
い
う
も
の
の
な
お
燐
砿
石
、
加
里
塩
類
以
外 

 

の
輸
入
を
し
な
い
と
す
れ
ば
、
肥
料
配
給
の
円
滑
を
確
保
す
る
う
え
か
ら
み
て
、
非
需
要
期
の
肥
料
の
ス
ト
ツ
ク
が
多 

 
 

少
あ
つ
て
も
年
間
を
通
じ
て
み
れ
ば
な
お
輸
出
す
る
余
力
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
肥
料
の
輸
出
は
考 

 
 

え
て
い
な
い
。 

5
（
イ
）
窒
素
質
肥
料
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
一
米
会
計
年
度
の
援
助
資
金
に
よ
る
輸
入
は
現
在
の
と
こ
ろ
期
待
で
き 

 
 

な
い
状
況
で
あ
る
が
、
前
年
度
の
援
助
資
金
に
よ
る
輸
入
の
ず
れ
を
約
二
〇
万
ト
ン
位
見
込
ん
で
い
る
。 

（
ハ
）
加
里
質
肥
料
は
約
三
五
万
ト
ン
を
輸
入
に
よ
つ
て
確
保
す
る
よ
う
努
力
す
る
。 

（
ロ
）
燐
砿
石
の
輸
入
は
約
九
〇
万
ト
ン
予
定
し
て
い
る
。  

五 

 



4 

パ
リ
テ
イ
ー
の
費
目
中
の
肥
料
だ
け
の
値
上
り
分
を
考
え
る
な
ら
ば
、
本
年
八
月
消
費
者
価
格
が
七
〇
％
値
上
り
し 

3 

終
戰
直
後
の
経
済
的
混
乱
を
速
や
か
に
收
拾
復
興
す
る
た
め
、
食
糧
増
産
の
た
め
に
必
要
な
肥
料
供
給
を
確
保
す
る 

 

た
め
、
肥
料
工
業
を
重
点
産
業
の
一
つ
と
し
て
取
上
げ
、
い
わ
ゆ
る
傾
斜
生
産
を
続
行
し
た
こ
と
は
御
承
知
の
通
り
で 

 
 

あ
る
が
、
こ
れ
が
た
め
に
肥
料
工
業
に
対
し
て
御
意
見
の
よ
う
に
ぼ
う
大
な
利
潤
が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は 

 
 

い
え
な
い
。 

2 
硫
安
の
生
産
者
価
格
は
早
急
に
一
本
化
す
る
よ
う
、
そ
の
時
期
に
つ
い
て
研
究
中
で
あ
る
が
、
一
本
化
し
た
場
合
で 

 

も
国
内
総
生
産
量
が
現
在
以
下
に
減
少
す
る
と
は
思
わ
な
い
。 

こ
ろ
推
定
は
む
づ
か
し
い
。 

た
だ
肥
料
工
業
も
今
や
相
当
程
度
復
旧
し
て
き
た
の
で
、
国
庫
支
出
の
補
給
金
の
漸
自
削
減
と
併
行
し
て
、
今
後
は 

 
 

肥
料
生
産
者
配
給
業
者
消
費
者
等
各
段
階
の
価
格
、
手
数
料
等
に
つ
い
て
は
、
ま
す
ま
す
適
正
に
決
定
し
て
ゆ
く
つ
も 

 
 

り
で
あ
る
。 

 

六 

 



三 

肥
料
配
給
公
団
廃
止
の
時
期
に
つ
い
て 

2 

御
意
見
の
趣
旨
は
よ
く
わ
か
る
が
、
肥
料
配
給
公
団
令
第
七
條
に
も
と
ず
い
て
経
済
安
定
本
部
総
務
長
官
の
命
令
で 

 

同
公
団
は
何
時
で
も
解
散
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
存
続
期
間
を
一
応
一
年
延
長
す
る
法
律
改
正
を
行 

1 

肥
料
が
わ
が
農
業
生
産
に
占
め
る
地
位
の
極
め
て
重
要
で
あ
る
の
に
か
ん
が
み
、
肥
料
配
給
公
団
を
一
挙
に
全
廃
す 

 

る
こ
と
は
農
業
生
産
に
不
測
の
支
障
を
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
機
能
を
民
間
に
移
讓
す
る
際
そ
の
受
入 

 
 
 

態
勢
を
漸
時
準
備
さ
せ
る
た
め
に
漸
進
的
な
方
法
を
と
つ
た
の
で
あ
る
。 

5 
来
肥
料
年
度
の
需
給
計
画
が
決
定
し
て
い
な
い
の
で
、
価
格
値
上
げ
に
よ
り
、
農
家
の
支
出
増
が
い
く
ら
に
な
る
か 

 

は
、
算
定
で
き
な
い
が
、
本
年
の
春
肥
だ
け
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
約
七
〇
億
円
の
支
出
増
と
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。 

価
格
値
上
り
に
よ
る
増
加
営
農
資
金
は
農
業
手
形
の
活
用
等
に
よ
つ
て
ま
か
な
う
よ
う
指
導
し
、
極
力
需
要
減
退
の 

 
 

お
こ
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
。 

た
場
合
、
米
価
は
石
当
り
約
三
百
円
見
当
値
上
り
す
る
見
込
で
あ
る
。 

 

七 

 



四 

肥
料
割
当
制
度
に
つ
い
て 

1 

農
家
の
購
入
希
望
に
対
応
す
る
方
式
す
な
わ
ち
相
当
程
度
有
効
需
要
に
即
応
し
て
配
給
し
得
る
よ
う
な
方
法
を
目
下 

 

研
究
中
で
あ
る
。 

4 

公
団
廃
止
の
際
に
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
ス
ト
ツ
ク
を
少
な
く
す
る
方
針
を
と
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
廃
止
の
際
の
ス 

 

ト
ツ
ク
に
つ
い
て
は
受
入
側
の
民
間
業
者
に
引
取
資
金
を
融
資
し
て
、
そ
の
讓
渡
態
勢
を
整
え
て
か
ら
漸
時
円
滑
に
引 

 
 

き
取
ら
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。 

3 

現
行
の
小
売
業
者
の
登
録
に
よ
つ
て
各
都
道
府
県
内
に
複
数
の
卸
売
業
者
を
選
出
す
る
。
こ
れ
ら
の
卸
売
業
者
は
小 

 

売
業
者
と
同
じ
く
、
農
林
大
臣
の
認
可
を
得
て
公
団
が
指
定
す
る
よ
う
に
す
る
。
肥
料
配
給
公
団
は
各
都
道
府
県
段
階 

 
 

の
卸
売
業
者
に
消
費
者
最
寄
駅
で
肥
料
を
販
売
す
る
よ
う
に
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。 

 

つ
て
、
県
段
階
以
下
廃
止
後
、
中
央
段
階
の
整
備
を
ま
つ
て
可
及
的
速
や
か
に
す
る
方
が
よ
り
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る 

 
 

か
ら
で
あ
る
。 

八 

 



 

九 

2 
消
費
者
価
格
の
値
上
り
を
段
階
的
に
行
つ
て
不
需
要
期
の
肥
料
引
取
を
強
要
し
た
と
い
う
の
は
誤
解
で
あ
つ
て
、
補 

 
給
金
削
減
の
要
請
が
生
じ
る
以
前
か
ら
肥
料
の
需
要
期
と
不
需
要
期
と
の
間
に
価
格
差
を
設
定
す
る
と
い
う
考
え
方
は 

 
 

も
つ
て
い
た
の
で
あ
り
、
た
ま
た
ま
補
給
金
削
減
の
必
要
が
、
こ
の
考
え
方
と
一
致
し
た
時
期
に
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ 

 
 

る
。
又
補
給
金
を
漸
時
に
削
減
す
る
方
が
、
一
時
に
そ
れ
を
全
廃
す
る
よ
り
も
農
家
経
済
え
の
影
響
が
よ
り
少
く
て
済 

 
 

む
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。 

需
要
期
と
非
需
要
期
と
の
価
格
差
を
設
け
る
と
い
う
考
え
方
は
今
後
も
研
究
し
て
制
度
化
し
て
ゆ
き
度
い
。 

な
お
非
需
要
期
の
肥
料
の
予
備
貯
蔵
的
な
機
能
は
、
御
意
見
の
よ
う
な
方
法
を
講
じ
た
い
と
思
う
。 

五 

公
団
廃
止
後
の
肥
料
の
金
融
政
策
に
つ
い
て 

大
蔵
省
預
金
部
資
金
の
活
用
、
肥
料
配
給
手
形
制
度
の
創
設
等
の
融
資
方
法
を
目
下
検
討
中
で
あ
る
。 

六 

肥
料
審
議
会
の
設
置
に
つ
い
て 

御
意
見
の
通
り
で
あ
る
の
で
目
下
こ
の
種
の
審
議
会
の
構
成
、
性
格
設
置
の
時
期
等
に
つ
い
て
鋭
意
研
究
中
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 
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